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１ 市の現状 
 

本市の人口動向を踏まえた現状は次のとおりです。 

 

（１）市の人口の動向 

①総人口と人口変化率の推移 

総人口は、昭和 55（1980）年をピークに減少で推移し、令和２（2020）年には約 22％減少し

ています。 

また、令和２（2020）年においては、対前回（５年前）に比して、減少率が過去最大の 95％

となっており、人口減少が加速しています。 
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②年齢構造の変化 

少子化、高齢化が進む中で、1990年以降は従属人口指数が増加傾向となっています。1995

年頃までは生産年齢人口の概ね 10人が従属人口（年少人口・高齢者人口）５人を支えていた

のに対し、2020年は概ね 10人が９人を支える状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2021年

(R3)

2022年

(R4)

2023年

(R5)

1980年

(S55)

1985年

(S60)

1990年

(H2)

1995年

(H7)

2000年

(H12)

2005年

(H17)

2010年

(H22)

2015年

(H27)

2020年

(R2)

2021年

(R3)

2022年

(R4)

2023年

(R5)

325,478 324,585 315,643 310,717 301,097 290,693 280,947 268,517 255,051 251,716 248,236 244,470

73,396 67,742 55,433 46,960 40,440 36,583 33,744 31,210 28,194 27,585 26,893 25,944

217,572 216,987 212,066 206,099 193,482 178,637 165,406 149,046 135,647 133,027 131,012 128,878

115,284 108,872 97,911 92,607 86,197 78,384 71,303 63,132 55,475 53,836 52,548 51,433

102,288 108,115 114,155 113,492 107,285 100,253 94,103 85,914 80,172 79,191 78,464 77,445

34,398 39,856 47,577 57,389 67,137 73,990 80,199 88,261 91,210 91,104 90,331 89,648

22,305 24,479 28,331 34,351 38,890 39,130 38,623 43,421 42,941 43,004 40,819 38,900

12,093 15,377 19,246 23,038 28,247 34,860 41,576 44,840 48,269 48,100 49,512 50,748

112 - 567 269 38 1,483 1,598

22.6% 20.9% 17.6% 15.1% 13.4% 12.6% 12.1% 11.6% 11.1% 11.0% 10.8% 10.6%

66.9% 66.9% 67.3% 66.4% 64.3% 61.8% 59.2% 55.5% 53.2% 52.8% 52.8% 52.7%

10.6% 12.3% 15.1% 18.5% 22.3% 25.6% 28.7% 32.9% 35.8% 36.2% 36.4% 36.7%

100.0 92.3 75.5 64.0 55.1 49.8 46.0 42.5 38.4 37.6 36.6 35.3

100.0 99.7 97.5 94.7 88.9 82.1 76.0 68.5 62.3 61.1 60.2 59.2

100.0 115.9 138.3 166.8 195.2 215.1 233.2 256.6 265.2 264.9 262.6 260.6

（単位：人）

総人口

年少人口（ 0～14歳）

老年人口（65歳以上）

変

化

指

数

年少人口

生産年齢人口

老年人口

生産年齢人口（15～64歳）

15～39歳

40～64歳

年齢不詳

65～74歳

75歳以上

構

成

比

年少人口

生産年齢人口

老年人口

※資料：「国勢調査」 総務省統計局、2021～2023年は「山口県人口移動統計調査」 山口県統計分析課
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資料：「山口県人口移動統計調査」山口県統計分析課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5,955

6,385

7,429

8,524

8,528

9,645

8,601

8,357

9,058

10,998

13,639

11,632

11,384

11,590

9,901

7,992

5,333

3,425

1,820

0人 3,000人 6,000人 9,000人 12,000人 15,000人

女 性

6,166

6,745

7,760

9,242

9,375

8,931

7,578

7,416

8,328

10,416

12,528

10,013

9,289

9,509

7,890

4,939

2,738

1,433

567

0人3,000人6,000人9,000人12,000人15,000人

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳～
男 性

※資料：統計しものせき（2000年）

※年齢不詳人口を除く

10,934

12,797

11,986

11,317

10,599

12,037

14,344

12,359

12,149

12,801

11,607

10,156

8,057

7,235

5,541

3,809

2,412

985

268

0人 3,000人 6,000人 9,000人 12,000人 15,000人

女 性

11,411

13,788

12,480

10,521

8,450

11,019

13,541

11,097

10,581

11,806

10,919

8,097

6,115

5,425

4,104

2,650

1,346

505

118

0人3,000人6,000人9,000人12,000人15,000人

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳～
男 性

※資料：統計しものせき（1980年）

※年齢不詳人口を除く

1980年の人口構造（総人口 325,478人） 

2023 年の人口構造（総人口 244,470人） 

2000 年の人口構造（総人口 301,097人） 

資料：国勢調査（年齢不詳除く） 

資料：国勢調査（年齢不詳除く） 
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（２）外国人人口 

①外国人人口の推移 

1980年以降、減少していた外国人人口は 2015年から 2020年に増加に転換しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外国人人口の国籍 

過去 10年間では「韓国・朝鮮」の割合の減少と「ベトナム」の増加が顕著となっていま

す。 

 

 

71.8%

66.3%

50.1%

17.6%

17.0%

12.1%

2.4%

2.7%

3.7%

0.6%

6.5%

21.9%

7.6%

7.5%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2010年

(3,734人)

2015年

(3,370人)

2020年

(3,872人)

韓国,朝鮮 中国 フィリピン ベトナム その他 資料：統計しものせき

※国籍不詳を除き算出

5,660 
5,512 

5,242 

4,723 

4,244 
3,891 

3,734 
3,370 

3,872 

97.4

95.1

90.1 89.9
91.7

96.0

90.3

114.9

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

0 人

1,000 人

2,000 人

3,000 人

4,000 人

5,000 人

6,000 人

7,000 人

8,000 人

1980年

(S55)

1985年

(S60)

1990年

(H2)

1995年

(H7)

2000年

(H12)

2005年

(H17)

2010年

(H22)

2015年

(H27)

2020年

(R2)

※資料：統計しものせき

人口 変化率

※人口変化率は各年の５年前の人口に対する変化率

（人口） （変化率）
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（厚生労働省） 

（３）自然動態の動向 

①出生・死亡の推移 

過去５年において出生数の減少は加速しており、死亡数が出生数を上回る自然減が継続し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②母親の年齢別出生数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1,621 1,606 
1,427 1,450 1,375 

-3,630 -3,709 -3,639 -3,774 
-4,123 

-2,009 -2,103 -2,212 -2,324 

-2,748 

-5,000 人

-4,000 人

-3,000 人

-2,000 人

-1,000 人

0 人

1,000 人

2,000 人

-5,000 人

-4,000 人

-3,000 人

-2,000 人

-1,000 人

0 人

1,000 人

2,000 人

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

2022年

（R4）

出生数 死亡数 自然増減数 資料：人口動態調査

（出生・死亡数） （自然増減数）



6 

③合計特殊出生率の推移 

過去５年間の合計特殊出生率は、増減はあるものの山口県の水準を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④女性の有配偶率（2020 年） 

特に出産が期待される 20～39歳の有配偶率は、山口県の水準を下回っています。なお、20

～29歳は全国の水準を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6%

9.2%

38.0%

57.6%

65.4%

65.8%

64.3%

64.1%

65.9%

69.8%

67.9%

63.6%

51.4%

35.3%

19.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

下関市 山口県 全国 資料：国勢調査（2020年）

1,621 1,606 
1,427 1,450 1,375 

1.38 

1.40 

1.29 

1.35 
1.32 

1.54 1.56 
1.48 1.49 1.47 

1.42 

1.36 
1.33 

1.30 1.26 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

2022年

（R4）

合

計

特

殊

出

生

率

出

生

数

出生数（下関市） 下関市 山口県 全国

資料：出生数（人口動態調査）

合計特殊出生率（全国、山口県は人口動態調査、下関市は出生数及び住民基本台帳に基づく女性人口より算出）

合計特殊出生率は、「15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」で、一人の女性がその年齢別

出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当するとされる。 
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（厚生労働省） 

⑤年齢別死亡者数の推移 

85歳以上人口の増加に伴い、死亡者数も増加しています。これは、人口構造における 85歳

以上人口が 1980年に比して 2023年では 10倍近くになっていることによります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

280 300 286 267 264 

476 521 461 507 514 

1,012 995 
947 940 1,045 

1,862 1,893 
1,945 

2,060 

2,300 

3,630 3,709 3,639 
3,774 

4,123 

0人

500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

4,000人

4,500人

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

2022年

（R4）

0～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳～ 資料：人口動態調査
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（総務省） 

（４）社会動態の動向 

①社会動態の推移 

過去５年間は転入者・転出者数の増減はあるものの、一貫して転出超過（社会減）が継続

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6,197 5,947 5,713 5,883 5,816 

-7,124 -7,032 -6,716 -7,051 -7,052 

-927 
-1,085 

-1,003 
-1,168 -1,236 

-2,000 人

-1,500 人

-1,000 人

-500 人

0 人

500 人

1,000 人

1,500 人

2,000 人

-8,000 人

-6,000 人

-4,000 人

-2,000 人

0 人

2,000 人

4,000 人

6,000 人

8,000 人

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

2022年

（R4）

2023年

（R5）

転入者数 転出者数 社会増減数 ※資料：住民基本台帳人口移動報告

（転入・転出者数） （社会増減数）
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②男性の年齢別の移動の状況（2021～2023 年の平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③女性の年齢別の移動の状況（2021～2023 年の平均） 
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資料：住民基本台帳人口移動報告（２０２１～２０２３年の平均） 

（５）社会動態の動向（転入元・転出先） 

①全体の転入元・転出先（2021～2023 年の平均） 

○2021～2023年における平均の本市の転入状況を、転入元別にみると、山口県内が29.1％、福

岡県が 20.1％、他の都道府県が 50.8％となっています。 

○一方、転出先別では、山口県内が 25.0％、福岡県が 24.8％で、他の都道府県は 50.3％となっ

ています。 

○転出先を市町村でみると、北九州市（10.8％）、福岡市（7.9％）の割合が、山口県内も含め、い

ずれの市町村よりも高くなっています。 

 

  

 

  

転入 転出 

（単位：人）

転入者数 割　合 転出者数 割　合

5,804 100.0% 6,940 100.0%

1,688 29.1% 1,732 25.0%

1 山口市 409 7.0% 1 山口市 453 6.5%

2 宇部市 313 5.4% 2 宇部市 331 4.8%

3 山陽小野田市 178 3.1% 3 山陽小野田市 219 3.2%

4 周南市 155 2.7% 4 防府市 153 2.2%

5 防府市 130 2.2% 5 周南市 141 2.0%

503 8.7% 435 6.3%

1,165 20.1% 1,720 24.8%

1 北九州市 526 9.1% 1 北九州市 750 10.8%

2 福岡市 318 5.5% 2 福岡市 549 7.9%

321 5.5% 421 6.1%

2,951 50.8% 3,488 50.3%

1 広島県 469 8.1% 1 東京都 446 6.4%

2 東京都 296 5.1% 2 広島県 416 6.0%

3 大阪府 204 3.5% 3 大阪府 259 3.7%

4 長崎県 190 3.3% 4 神奈川県 211 3.0%

5 神奈川県 160 2.8% 5 兵庫県 201 2.9%

6 兵庫県 129 2.2% 6 長崎県 161 2.3%

7 大分県 117 2.0% 7 千葉県 152 2.2%

8 愛知県 114 2.0% 8 愛知県 146 2.1%

1,272 21.9% 1,496 21.6%

資料：住民基本台帳人口移動報告（2021～2023年の平均）

転出先

転出者総数

山口県内

他の都道府県

その他

その他

福岡県 福岡県

その他

その他

その他

その他

山口県内

転入者総数

他の都道府県

転入元
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資料：住民基本台帳人口移動報告（２０２１～２０２３年の平均） 

②男性の転入元・転出先（2021～2023 年の平均） 

○男性の転出先については、全体と比べ、やや福岡県の割合が低く、他の都道府県の割合が高くな

っています。 

○また、転入者数・転出者数ともに、女性を 700～800人程度上回っています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

転入 転出 

（単位：人）

転入者数 割　合 転出者数 割　合

3,293 100.0% 3,815 100.0%

922 28.0% 956 25.1%

1 山口市 240 7.3% 1 山口市 255 6.7%

2 宇部市 164 5.0% 2 宇部市 176 4.6%

3 山陽小野田市 97 2.9% 3 山陽小野田市 123 3.2%

4 周南市 85 2.6% 4 防府市 88 2.3%

5 防府市 71 2.2% 5 周南市 82 2.1%

265 8.0% 232 6.1%

618 18.8% 869 22.8%

1 北九州市 268 8.1% 1 北九州市 374 9.8%

2 福岡市 174 5.3% 2 福岡市 271 7.1%

176 5.3% 224 5.9%

1,753 53.2% 1,990 52.2%

1 広島県 279 8.5% 1 東京都 241 6.3%

2 東京都 177 5.4% 2 広島県 236 6.2%

3 長崎県 120 3.6% 3 大阪府 132 3.5%

4 大阪府 111 3.4% 4 神奈川県 122 3.2%

5 神奈川県 105 3.2% 5 長崎県 108 2.8%

6 兵庫県 73 2.2% 6 兵庫県 107 2.8%

7 愛知県 72 2.2% 7 鹿児島県 87 2.3%

8 千葉県 66 2.0% 8 愛知県 86 2.3%

750 22.8% 871 22.8%

資料：住民基本台帳人口移動報告（2021～2023年の平均）

その他 その他

その他 その他

山口県内 山口県内

その他 その他

福岡県 福岡県

他の都道府県 他の都道府県

転入元 転出先

男性総数男性総数
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資料：住民基本台帳人口移動報告（２０２１～２０２３年の平均） 

③女性の転入元・転出先（2021～2023 年の平均） 

○女性の転出先については、全体と比べ、やや福岡県の割合が高く、他の都道府県の割合が低くな

っています。 

○また、転入者数・転出者数ともに、男性を 700～800人程度下回っています。 

 

 

 

 

  

転入 転出 

（単位：人）

転入者数 割　合 転出者数 割　合

2,511 100.0% 3,125 100.0%

766 30.5% 776 24.8%

1 山口市 169 6.7% 1 山口市 198 6.3%

2 宇部市 149 5.9% 2 宇部市 156 5.0%

3 山陽小野田市 81 3.2% 3 山陽小野田市 97 3.1%

4 周南市 70 2.8% 4 防府市 65 2.1%

5 防府市 59 2.3% 5 周南市 59 1.9%

238 9.5% 201 6.4%

547 21.8% 851 27.2%

1 北九州市 258 10.3% 1 北九州市 376 12.0%

2 福岡市 144 5.7% 2 福岡市 278 8.9%

145 5.8% 197 6.3%

1,198 47.7% 1,498 47.9%

1 広島県 190 7.6% 1 東京都 205 6.6%

2 東京都 119 4.7% 2 広島県 180 5.8%

3 大阪府 93 3.7% 3 大阪府 127 4.1%

4 長崎県 69 2.7% 4 兵庫県 94 3.0%

5 兵庫県 56 2.2% 5 神奈川県 89 2.8%

5 神奈川県 56 2.2% 6 千葉県 62 2.0%

7 大分県 54 2.2% 7 愛知県 60 1.9%

8 愛知県 42 1.7% 8 長崎県 53 1.7%

519 20.7% 628 20.1%

資料：住民基本台帳人口移動報告（2021～2023年の平均）

その他 その他

福岡県 福岡県

その他

他の都道府県 他の都道府県

その他

転入元 転出先

女性総数 女性総数

山口県内 山口県内

その他 その他
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（６）流出・流入人口と昼夜間人口比率 

①全体（2020 年） 

全体では 74 歳未満の昼夜間人口比率がいずれも 100.0 未満となっており、 

夜間人口の方が昼間人口より多い状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②男性（2020 年） 

男性では 79 歳未満の昼夜間人口比率がいずれも 100.0 未満となっています。 
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※資料：国勢調査（2020年）流出人口 流入人口 昼夜間人口比率
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※資料：国勢調査（2020年）流出人口 流入人口 昼夜間人口比率

％ 

％ 
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③女性（2020 年） 

女性では 74 歳未満の昼夜間人口比率がいずれも 100.0 未満となっています。 

男性ほどの年齢区分別の変化はみられません。 
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※資料：国勢調査（2020年）流出人口 流入人口 昼夜間人口比率
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２ 市の将来人口の見通し 
 

本市の将来人口は、令和２（2020）年以降減少で推移し、令和 47（2065）年には半数程度

の 127,242人になる見込みとなっています。生産年齢人口比率は令和 17（2035）年まで 50％

以上で推移しますが、それ以降は 50％を下回る見込みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日本の将来推計人口【令和 5年推計】 

（国立社会保障・人口問題研究所）準拠 

令和 22（2040）年には総人口 20万人を下回る見込み。 

老年人口は減少傾向にあるものの、年少人口及び生産年齢人口の減少幅が大きいことから、 

高齢化率は依然として上昇傾向にあり、40％を超える見込み。 


